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｢日本研究講座｣の発足
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は じ め に

マ ラヤ大学の ｢日本UF究講座｣は,昭和41

年度か らの 日本外務省による東南アジア 5カ

同への寄 贈 講座のひとつである｡外務省は,

これにさきだち,昭和40年11月か らタイ国ク

マサー ト大学に対す る講座の寄贈を試みてお

り, このタイ国-の派遣講師団のひとりに,

｢東南アジア研究｣誌上で も ｢アカ言吾の研究｣

を発表 された桂満希郎さんが, [｣本語講師と

して参加 された｡今回,同種の外務省寄贈講

座がマレーシア ･ホ ンコン ･イ ンドネシア ･

フィリピンを加えた 5カ国に拡張 されること

になったのは,タイ国タマサー ト大学での成

功経験に基づいているものと考えてよいであ

ろ う｡

ところで, しば しば ｢東南アジア｣とひと

か らげに取扱われ る習慣の一般化にもかかわ

らず,東南アジア諸国の国情にはそれぞれ著

しい相違があることは周知の事実であり,寄

贈講座の受入れ方 にも大 きなちがいが見 られ

るよ うである｡ この相違は,文部省か ら5カ

国の寄贈講座の模様を視察に来 られ, 5月20

ロマラヤ大学を訪問された柴沼事務官が,帰

日後 さっそ く寄せ られた筆者-の手紙にも強

調 されていた｡だが,現に確認 されつつある

受入れ国側の受容態度の相違は,その実施に

さきだち,外務省か ら寄贈予定国に向 けて出

された意向打診の照会文書 に対 して,各国か

らよせ られた回答にも,すでに明らかに うか

がえた｡そ うして,卒直にいって,マ ラヤ大

ての誇 り高い態度がにじみ山ており, ｢マラ

ヤ大学全体の教育組織や行政を乱 した り,そ

の水準を下げるような安易な寄贈では困る｣

と要約 してよい意志表示が,はっきりとうか

がえた｡その一端は, ｢派遣講師団は,新学

期開始の数カ月前に大学に到着 し,同大学行

政の組織に精通 した上で授業 に参加 して もら

いたい｣ とい う希望に象徴 されている｡実に

堂 々とした,爽快な受容態度である｡結局,

栗本一男 ･前I刷成文両講師とわた くLが現地

に赴 くのは,新学期開始の 3カ月前 とい うこ

とで了解を得たが,先方の態度が毅然 とした

ものであっただけに,Lli発前の雑務燕理に追

われなが ら,第一一朝互として派遣 されることに

なったわた くしどもの気持は,正也:いって並

並な らぬ心理的負担であった｡

出発前後の事情

いよいよ 2月10日出発 とい うことで,外務

省に連絡に赴いた 2月 9日になって,それ も

わせよ｣とい うマレ-シア日本大使飢か らの

電報が届いた｡ 電文ではよ く分からないが,

理由のひとつは,まだマラヤ大学の理事会が

この案件を最終的に通 していない ことをにお

かせていたので,心Fl~lいささか大げさな心配

を しなが ら待機 していた｡ 1週間 して到着 し
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写真 1 マラヤ大学図書館

てよいとい う連絡を受け,出発のお くれる前

田君をのこして,栗本君とわた くしども家族

が現地に到着 したのは 2月19日である｡

クアラル ンプール空港に着いてみると,こ

の講座の件で 日本に連絡に来 られた経済学部

長のウング ･アジズ教授,当時の文学部長の

タニ ･ナヤガン教授,中国研究科主任のホ一

･ペ ン ･ヨク現文学部長,歴史学科主任のワ

ン ･ガン ･ウ-教授 らのにこやかなお出迎え

を受けた｡そして,この寄贈講座に対する大

学側での慎重な審議経過と,いま空港で見 る

晴れやかな,マラヤ ･中国 ･印度系の代表学

者の一致 した心からの歓迎的態度を心中で結

び合わせ, 1週間足 どめの不安 もようや くけ

しとんだ｡

到着 してからの 1週間はホテル住まいで,

マラヤ大学関係部局や大使館へのあいさつ,

大学側との基本的な打合せ,家 さがしなどで

目のまわるような思いを したが, 2月25日に

住居 も安定 した｡ 2月の最終 日に前田成文君

も 1週間お くれで無事到着,マラヤ派遣部隊

がめでた く勢ぞろいし, 3月 1日には大学内

に日本研究講座用のオフィス (研究室)を 2

部屋 もらって本番 5分前の準備を始めること

になった ｡

マラヤ大学における日本研究

講座受入れ方

マラヤ大学は1957年に初講義を行なってい
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るが,独立の国立大学として発足 したのは19

62年であり,マレーシアのラーマン首相 自身

を総長とするきわめて新 しい,しかもこの国

で唯一の総合大学である｡現在,文 ･理 ･農

･工 ･医 ･教育 ･経済の 7学部であり,日本研

究講座は文学部に所属 している｡わた くしの

ほうは文学部歴史学科の visitingprofessor

として, ｢日本の近代化｣を,栗本 ･前田両

君は文学部中国研究学科の visitinglecturer

として ｢日本語初級｣の授業を担当すること

になった｡この大学で独立の ｢日本研究学科｣

をつ くるには,第 1,第 2,第 3学年の各学

生を対象とする系統的な授業計画をもち,専

攻学生には,おおよそ12単位程度のものを取

得させ得るものでなければならない｡ところ

が, この 1単位とい うのがたい-んで,通常,

1単位を出す授業に 1人 (他にチューター若

干名)がかか りきらねばならない｡ 1時間の

本講義に,平均 1時間の個人指導 (Tutorial)

をせねばならず,個人指導のクラスは10人前

後が上限とされるから,50人の通常 クラスな

らチュー トリアルのクラスが,講義授業のほ

かに 1週間 5クラス加わる｡現に,われわれ

は,ふ うふ ういいなが ら, 3人で 2単位出し

ているのが現状であり,わた くし自身は,12

のチュ- トリアル ･クラスをもっているOこ

れでは,マラヤ大学が期待する正規のデグ リ

ー ･コース(独立の学科 とい うこと)の水準に

写真2 日本研究講座の行なわれている

文学部レクチ7- ･シアター
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写真3 栗本一男君奮闘の図 白髪の

熱心な聴講生の嬰も見える

くらべ,外務省の 3人とい うデラックス版寄

Flll'摘封基も期待の半分にも満たない感 じであるO

われわれは今のところ,申同研究学科 と歴

史J､封 斗に分かれて所属 しているが,とうぶん

このような措制 まいた しかたない であろう｡

マラヤ大学側は文字 どお りの最 高学府 として

大威張 りで寄贈を受けとり,寄贈 した L】本側

は,筋の通 ったその受容態度や期待水準の高

さの手前,多少 ちぢこまりた くなるような気

分であった｡これは誠によい反省材料 となっ

た｡低開発[鞘司けの協力援助額の目標である

国民所得の 1%実現とい うの も悪 くは な い

が,問題は量や額だけではな く,より以上 に

質 と先方の要求-の合致度であるといいたい｡

1/Oo'実現ojあかつきにも,質の吟味を忘れ,

先方の要求を無視 した援助なら,場合によっ

てはないよりも悪いとい う結果を招 くであろ

う｡ ｢のどか ら手が出るほどのニーズ｣に焦

点を しぼって,十分すぎるほどの援助を考え

ねば,それ は日本側 の自己満足に終わるだけ

である｡ この 日本研究講座にしても,お くら

れた講師団がいい加減な人選なら,す ぐにも

｢もらわないほうがまし｣なものになって し

まうO ｢いま, このわた くLが, 日本国外務

省の意図とマラヤ大学の期待 を うらぎって,

ない ほうがましのものに しているのではない

か｣とい う反省は,正直いって, ~重苦 しい も

のである｡

写真4 前田成文君日本語授業

ろくに準備をするひまもな く当地にやって

きた 3人のマラヤ ･チームは,連 日の暑 さの

中 で,重苦 しい反省 と寄贈教材類 についての
整理や ら授業準備に追われなが ら,あっと気

がつ くと, もはや授業開始は目の前に追 って

いた｡この間,栗本 ･前田両君は 2人の日本

留学希望者に対 し, 自主 トレーニ ングを兼ね

て,毎 日,課外 日本語のインテ ンシブ ･コー

スを実施 したO当時まだク- ラ-もなかった

オフィスで,ほんとうに立派だったと思 う｡

今では,オフィスも3部屋にふえ,各人, ク

ーラーつきの個室を占臨するに至った.大学

側も創立後,急速な発展を期 して,連 日多忙

な中で,こちらが要求 したことには,進んで

耳をかたむけ,ほとん ど通 して くれている｡

オフィスの増加, クーラーのとりつけ,電話,

タイプ ･デスク購入などと考えてゆ くと,大

学側か ら示されている好意 も十分に感 じとれ

る｡

授 業 開 始

5月の18Rから新学期の学丑:.受講受付や ら

ガイダンスが始まる｡希望者いかん と待って

いると,あっとい う間に,用意 しておいた教

科書がほとん どな くなっている｡受付け前に,

関係教授などから,だいたいの見精 りをきき,

｢近代化｣は40-50名, ｢日本語｣は30名ま

でと考え,若干の余裕を見込んで準備 してき
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たのだが,いよいよ幕をあけると,希望者は

はるかに多い｡困りながらも,教材不足は何

とか追加注文でのり切れると考え,希望者全

員受講を認めた｡｢日本語初級｣が60名,｢近

代化｣ が157名で, それぞれ倍を越す受講者

があり, 日本-の関心が並々でないことを知

らされたのである｡授業を始めてみて痛切に

感じたのは,わた くしの英語による表現能力

の不十分さである｡これは,割合に簡単な算

数の問題として考えられることだと思 うが,

表現能力が日本語の ｢3分の 1｣なら,実力

も3分の 1しか出せないということである｡

若い世代には新 しい国際派がどんどん育って

いるので心強いが,戦中派以上の年輩層を考

えると,英語で実力が 3分の 1出せる人とい

うのは,指おり数えられる程度ではないかと

思 う｡わたくLなどもちろん論外で ｢10分の

1｣す らあや しい｡いまの日本に,この寄贈

講座を思いついてよいだけの人材面での裏付

けがあるかと問われれば,わた くLは,正直

いって首をかしげる｡それす ら引受けた時に

は,まだ分かっていなかった｡日本の学界に,

国際的な表現能力がない多数者が既得権を守

ろうとする結果,それをもつ者の ｢語才｣を,

利用 しつつ黙殺する傾向があるのは感心 しな

い｡わた くLも,その感心しない人間のひと

りであった｡だが,今後の日本を考えるなら,

語才を黙殺するのでな く,それをどうしてで

も,これからの ｢学者育成計画｣にもりこむ

ようにせねばならない｡島国の中でしか発言

できない学者 というのでほ,あまりに淋 しす

ぎる｡

｢日本研究講座｣の ｢日本語初級｣は,最

初マラヤ大学からの希望もあって,英語メデ

ィアのほか,マラヤ語メディアによるものを

1本つ くろうという計画であった｡いままで

ち,ピース ･コ一によるお嬢さん 2人が大学

の日本語を受持ってきているが,それが,中

国研究科の中国系学生によってだけ利用され
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ているからである｡けれども,予定 どおり,

かりに今年から前田君によってマラヤ ･メデ

ィアのものを始めても,今後,マラヤ語で日

本語の教えられるような人材の補給難は目に

見えているので,やめることになった｡その

かわり,中国研究科の学生に限らず,ひろく

文学部,経済学部の一学年に開放する仕組が

とられ,現在,大学院をのぞ くと56名の出席

者があり,39名の中国系学生につぎ,15名の

マレー系学生が聴講している.だが,漢字が

よめるかよめないかが,日本語修得に著 しく

影響するとすれば,メディアは英語としても,

将来,ス トリームを分けて, 2本立ての初級

を用意せねばならないであろう｡

同じ観点から, ｢日本近代化｣の方の聴講

学生人種別構成を見てみると,調査票にかき

こんでもらった155名のうち,100名が中国系,

35名が印度系,20名がマレー系となっている｡

だが,大学に来るまでの学枚で使用されてい

たメディアは全員英語であり,英語系学校以

外のものは,ほとんど大学には入 って来てい

ないという事実を物語っている｡

マレーシアの二重課題性

マレーシアは複合人種国家である｡マレー

シア全体の構成では,マレー系 ･中国系 ･タ

ミ-ル系の構成比が,だいたい 5:4:1と

なるが,首府クアラル ンプールでは約 3分の

2が中国系である｡大学の学生に関する人種

別構成比もクアラル ンプ-ルのそれに近 く,

2:6:2と中国系が多い｡この国は,何よ

りも複合人種国家としての統一発展という必

須課題をもっているが,第 2にマレー人中心

の統一 という課題意識も強 く底在 しており,

欝 2の課題をめぐっては人種によって利害感

情も異なって くるだけに容易な問題ではない｡

映画館に入って,マレーシア国歌の演奏が行

なわれている時,タイ国のような整然とした

全員起立が見 られず,マレー人の多い劇場と,
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rll国系の人が多い 劇場では反応がまるでちが

うといった実情は,こちらの牲活体験者のす

べてが語 ることである｡1967年度よりマラヤ

語を唯一の官庁語にするということで, ｢同

語に勝利を｣の呼びかけが,あちこちに見ら

れる｡にもかかわらず,大学の講義の大多数

は英語を媒体としており,J学生間のコミュニ

ケーションも英語である｡小学校か ら,英 ･

マレイ ･中間 ･タ ミールの四つのメディアに

よることが認められてきたが,マ レ-系 ･中

国系志願者は減少 し,英語系をえらぶ希望者

が激増しているということは,まざれもない

車実である｡

写真5 マラヤ大学構内にあるモスク
金曜日には学生達が集まる

マラヤ語普及運動は着実に義務教育に眼を

Fろしているが,いまの段階では,複合民族

間の大衆媒体 として成功 しつつあるのであり,

エ リー トのための媒体はやはり英語 というこ

とになる｡ この間題に関連 して,われわれは

マレーシア文部省か ら現地協力者 としてひと

つの依二相を受けたことに簡単にふれておきた

～1･ 0

いま,マ レーシアには中学校の課程 (小学

校から数えて第 7学年からの学年)に第 2外

国語を入れる計画がある｡その対象として考

えられているのが,独 ･仏 とタイ ･Hの 4カ

国語であり, ｢日本語の申学 3年間-の導入

をどのようにすべきか｣という準備的打診が,

われわれに対 して行なわれたのである｡ H本

を重要視 していることがこれでも分かるし,

それは, 日本がマレーシア商 品 の輸f吊王(質
千)として,米 ･英をしの ぐ第一の)f招 狛こな
っていることを考えれば,別に不思議ではな

い｡ただ.マ レーシア文部省がそれを考える

理由のひとつに, 『中 国系の生徒は ｢マ ･英

申｣と三つのメディアをもつのに対 し,マ

レ一系:生徒は ｢マ ･英｣の二つだか ら, これ

を三つにすることが望ましい』といった説明

をきくと, どうも分からな くなって くる｡中

学に日本語課程がおかれるのは,うれ しいこ

とだが,その H本譜課程をとるのは,選択 と

いうのなら,マ レー系でな く中国系のfl1-.徒で

はなかろうか｡マレーシアの経済をおさえ,

インテ リの養成所の 3分の 2をおさえつつあ

る中国系のひとびとをかかえながら,マレイ

人種によるマラヤナイゼ-ションを講釈 され

ると,わた くLは ｢や りすぎては危ない｣と

いう不安をかすかに感 じるのであるO

ともあれ,もし中学にも｢1本語が選択科 目

として位拝呈づけられれば,大学の H本語の将

来はますます明かるい｡栗本 ･前門両君の ク

ラスの学佳たちは,いま,MalaysianSociety

ofJapaneseLanguageをつ くる下準備を進

めているO 将来, このような Societyが中

心にな り,マ レーシアのu本に対する関心と

理解がいちだんと伸びることを切に願 ってい

る次第である｡
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カ ン ボ ジ ア 便 り

坂 本 恭 章

)

Ⅰ

プノンペ ンに到着 した目の夜,カンボジア

語の先生になって くれる人,わた くLを下宿

させて くれる人,その他 もう1人の計 3人の

カンボジア人と夕食を共にしたが,かねてか

らの,カンボジアの土を踏んだらカンボジア

語 しか使わないとの決心通 りに,席上何とか

カンボジア語で過ごす ことができ,それまで

の畳の上の水練も,あながち無駄ではなかっ

たと,嬉 しくもあり,またやや得意でもあっ

た｡ (もっとも現在では,空港やホテル,郵

便局の中,それに警官に呼びとめられた時な

どのように,外国人であることを早 く知 らせ

たほうが有利な場合は必ずしも決心を守って

いるわけではない｡)

下宿が壁の塗 りかえ中で,やむなく安宿に

ひとまず落着いた｡翌朝,市場の方角を女中

にたずねると,広東語 しかわか らないとい う｡

おまけに文盲で筆談 もできない｡フロントは

空っぽなので,いいかげんに見当をつけて歩

き出すと, 200m も行かないうちに中央市場

に出た｡ちょうど道角に半分露店の食堂があ

ったので入ろうとすると, 店員 にいき な り

｢出ろ｣といわれて驚いた｡まだ何 もしてい

ないのに追い出される覚えもないし, ｢出ろ｣
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は ≠チェニュ〃〔ceJl〕だが,今のは ≠チュニ

ュ〃〔C叩〕に聞こえたので,エッと聞きなお

すと,近 くの椅子を引いて, ≠チュ～ニュ'V

と指すので坐れということらしいと安心 して

腰掛けたOまわ りを見まわすと,ラーメンの

ようなものを皆が食べているので,あれをも

ってこいと命 じる｡食べてみるとなかなかお

いしい｡勘定をさせる頃にはもう外国人であ

ることを見破 られていて紙片に数字を書いて

くれた.このラーメンを覚えておこうと,蛋

前をたずねると,ラーメンが 5リエルで,コ

カコーラが 5リエルで,この点心が 2リエル

という返事｡この料理がたい-んおい しい か

ら,名前を知 りたいんだとい くら説明 しても

分かって くれず,会計に文句をつけているも

のと誤解 していて,加算の正 しいことばかり

説明して くれる｡とうとうカウンターに坐 っ

ていた人がやってきて, ｢どうしましたか ?｣

と日本吉吾でたずねられた時には,昨夜の自信

はすっか りどこ-やらであった｡

下宿に落着いてからも,官吏である主人と

リセ-の学生である長男の話すことはだいた

い分かるのであるが,小さな子供や主婦,そ

れに主婦の両親の話がさっぱり聞きとれない｡

街に出て買物をする時も,あまりスムーズと

はいえず,長男にカンボジア語 とカンボジア

語の通訳を頼むほどであった｡これらは,プ

ノンペ ン方言と標準語 との差異に起因するも

のであった｡

学校では,正書法に基づいた発音を教え,

これが良い上品な言葉とされている｡学校教

育を受けた人はこれを話す ことができるが,

そうでない人は,普通,友人や家族間で話さ

れている俗語 しか話せない｡もっとも,ラジ

オ等の普及で,全然分からないというわけで

はないが,無理に標準語を話そうとして,全

然違 う形をこしらえて話 しかけて くることさ

えある｡その上,商店員はほとんど全部華僑

であるので,中国語なまりで話すので,それ
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まで標準語 しか知 らなか ったわた くLには,

さっぱ り理解がで きなか ったわけで ある｡

この方言 と標準語が どのよ うに異なるかを

簡単に説 明 した い ｡

1. 2音節言吾の第 1音節が摩滅 して,ほと

ん ど単音節語化す る｡ (カンボジア語では,

単音節語 と 2音節語が大部分である｡)

例えば

カニュチ ョク [kcIJICClk]

- カチ ョク [kacnk]< ガラス>

カムバ ッ ト [kambat]

--カバ ッ ト [k∂bat]< ナイフ>

チ ョムグ- [comr)tH:]

- チグ- [caqm]く病気>

サ ンダェ ク [sandaek]

- スダエ ク [sdaek]<豆>

サムペア [sampeax]

スペア [speax]<拝む>

ピグー ン [pida:n]

- プダー ン [pda:n]<天井>

ドンカウ [d叩kam]

一一タカウ [takau]<虫>

ドムナウプ [damnaap]

- タナウプ [t∂naap]< モチ米>

ボ ン-～ニ ュ [b叩ha:Jl]

-パ-ーニュ [paha:♪]く示す>

ボ ンゲル [b叩Ⅴ血1]

-パヴル [paVd]<回す>

チャニ ュチャム [C叩Cam]

- ニュチャム [♪cam]<養 う二>

チ ョニ ュチェア ング [C3JICeaり]

- -ユチェア ング [♪ceat)]<壁>

ボニ ュチ- [b叩 Ci:]

-ニ ュチ- [JICi:]く表>

トンサ-イ [t〇nsa:i]

- ンサーイ [nsa:i]<兎>

ボ ン トップ [bGntOP]

- ン トップ [ntop]<部屋>

コンカエプ [k叩kaep]

- 173-

--ンカエプ [りkaep]< 蛙>

ロンヴ ォア ン [r叩Ⅴ〇an]

- ンヴ ァン [qV〇an]く貴=--

ヴ ォンヴェ- ング [ⅤつりVe:ロ]

- ンヴェ- ング [りVe:ロ]<迷 う>

アムパル [?clml⊃31]

- ムパル [mbal]<塩>

ポムボ ンダ [bcLmp〇り]

- ボ ンダ [pつり]<管>

ソーセ- [S〇:se:]

- セ- [se:]<書 く>

ピーサー [pi:sa:]

-サー [sa:]く飲食す る>

アユ ユチャ ング [?cLJICaり]

- チャ ング [C3り]<そのよ うに二>

アニュチュ-- ユ [?cIJICa:Jl]

- チュ一二ュ [ca:Jl]< どうぞ>

2-1)二重子音中の [r]は消える

クラブ- [krcLpa:]

- カブー [kapa:]< ワニ>

チ ラモホ [cmmox]

- チ ァモホ [camox]<鼻>

トラチェク [trGCi･∂k]

･一夕チェク [t∂ci･ak]く耳二>

プロニ ヤプ [pr叩ap]

-パ- ヤプ [p叩 ap]く急 ぐ>

プ レイ [prei]

-ペイ [pei]<森>

クレー [krE:]

- ケ- [k̀E:]<ベ ッ ド>

クラ- [krax]

- ケア- [k̀eax]<厚い>

プ ラム [pram]

-ペアム [p̀eam]くく5:ニ-

スラー [sra:]

- セヤー [seja:]<酒>

トライ [trai]

- タイ [t̀ai]<魚=>

チュルー ク [cru:k]
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-チュ-ク [C̀u:k]<豚>

クラオム [kraom]

一一コーム [k̀o:m]<下>

クラオイ [kraoi]

- コ-イ [k̀o:i]<役>

2-2) 単独の [r]は [h]になる

リーク [ri:k]

- ヒ-ク [hi:k]<拡がる>

リエ ン [ri･an]

- ヒエン [hi･an]<習 う>

ル ング [rulr)]

- フング [huIq]<硬い>

ローム [ro:m]

-ホ-ム [ho:m]<毛>

3. その他にも

トマイ [t̀mai]

- クマイ [k̀mai]<新 しい>

チマ- [C̀ma:]

-スマ- [sma:]<猫>

ゴグット [りつて)ult]

- ラダット [1at)ut]<暗い>

等といろいろあり,

ソック ･ペア ング [sokpear)]がスロック

･バ ラング [srokbaraり]<フランス国>で

あることが分かるまでには,しばらく会話を

中断 して考えなければならない｡

さらにこのほかに

クニ ョム [k̀♪om]一 二 ョム [♪om]

または-→キこ ョム [ki:♪om]<私>

プロポン [pr〇pon]

- ど-ングポーング [pi:I)po:り]

く妻>

ボンマ～ン ･カエ [ponma:nk̀ae]

-マ～ン ･ケ- lma:nk̀e:]

くこ何カ月>

プサー ･トマイ [psa:t̀mai]

-サカマイ [sakamai]<中央市場>

のような,中国 ･ベ トナムなまりのカンボジ

ア語 も広 く使用されているので,全 く頭が痛
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くなってしまう｡

日本からのお客と話 しこんで しまった深夜

の帰途に不審尋問され,ついカンボジア語で

応対 したため,パスポー トを見せ るまではH

本人と信 じて くれず,連行 されかけた りした

のも,要は怪 しげなカンボジア語を話す変な

カンボジア人がい くらで もいるということな

のである｡

Ⅱ

9月中旬に,バ ッタンバ ンにある農業セン

ターの木村氏にア ンコール見物につれていっ

ていただいた｡

ちょうどメコンの最増水期で,新聞等はビ

エ ンチャンの水害を報じていた｡道中,一面

の水で,水 田は全 く水没 しているもの,稲の

葉先がわずかに水面に出ているものとまちま

ちであった｡民家 もかなりが床上浸水 してい

て,住民が 自動車退路の端の舗装 していない

部分に掘っ立て小屋を建て,牛をつないで暮

らしているのが交通をやや妨害 している｡そ

うして,この道路が一種の堤防になっていて,

道路の左側の水位のほうが右側に比べて少 々

高い｡ところで, トンレーサープ川は道の右

側を流れている｡飛行機から眺めた様子では,

いかにもメコンなり, トンレーサープ川が溢

れた感 じであったが,実はそうではな くて,

現在水田を水浸 しにしている水は,天から降

った水が, トンレーサープ川にまだ流れこめ

ずにいるらしい｡つまり国土の大半が水たま

りになって しまったのではないかと思われた｡

バ ッタンバ ンからシエム リエプの間のほう

が水害がひどいようであった｡

見物をすませて,日が暮れてか ら帰途につ

いたが,驚いたことに道路が冠水 している｡

特にひどい雨は降らなかったはずだがと住民

にたずねると,遠 くでた くさん降ったからだ,

という返事であった｡

冠水 している部分をい くつか通 りこして帰
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路を急いだが,とうとう 30cm もの深 さがあ

る所にぶつか り,早 く向こうの小高い部落ま

で行かないと明朝にはもっと深 くなるぞと脅

かされなが ら, ようや くのことで戸数 200戸

あまりの部落にたどりつき,それか ら先はこ

のあた りで最 も低い所ときいて,あきらめて

車lt]で一泊す ることに決心 した｡

寝支度をととのえていると,さきほどこの

先は水深 50cm くらいあると教えて くれた人

が引き返 してきて,自分はこの村の学校の教

師だが,わた くしの家に泊ってはどうか,と

親切にすすめて くれるので遠慮な く家に上が

りこんで,いろいろな話をきいた｡

戦時車 に日本軍が規律正 しく,かつ住民に

親切であったこと,この後再びフランス軍が

やってきた時に,日本兵 と結婚 していた婦人

を皆でか くまったこと,将校が記念にと残 し

ていった軍刀などを見せて くれた りした｡

この ロ本軍 占領時代の頃の話は,その後 も

たびたび耳にしたが,すべて良い思い出話ば

か りで,この国ばか りは戦争の時の話がでて

も,安心 して聞いてい られるようだ｡アメ リ

カの原子爆弾さえなかったら,日本は勝 った

だろうに残念だった,と皆でな ぐさめて くれ

たことす らある｡

このように,少な くとも一般大衆には,lj

本の人気はとても良い｡シクロに, 日本人が

カンボジア語を勉強 して くれるとはとても嬉

しいと感激 された り,雑貨屋の店先で,華僑

である主人が中国語を紙に書いてわた くLに

読ませ,このように日本 と中国とは同じ文字

を使っている兄弟である,自分のほうが,カン

ボジア人よりも日本人に近いんだと,その場

に居合わせた人 々に自慢をしたことす らある｡

ただ,日本兵の印象がよほど良かったのか,

それともムッシュ-が来 るぞ,といえば泣 く

子も黙 ったといわれるフランス人を追 っ払っ

たのが忘れられないのか,あるいはその後,こ

れとい った感心すべ きことがない のか,[]本

に関する良い話はいつ も20数年前のことに限

られているのは,いささか淋 しいことである｡

翌朝 目をさましてみると,なんと向こうの

小高い丘まで約 4km の間が大河 と化 して,

濁水がとうとうと流れている｡ しかも,どう

楽観的に眺めても水位は昨夜 と同 じくらい,

む しろ高 くなっているようである｡一週間 く

らい水はひかないという話をきいて,乗用車

はそこにおき去 りにして,腰が高 くディーゼ

ルで,少 々の水にはビクともしないバスでセ

ンターまでたどりついた｡その数 日後には,

このバスさえ不通になって しまい.数年来の

大洪水 ということであった｡

これを機として, トンレ-サ-プ川は向き

を変え,メコンへと流れはじめた｡ 5月現在,

トンレ-サーブ川はほとんど水流がとまって

おり,水位が最 も低いのではない かと思われ

るのであるが,最高水位の時と比べると,そ

の差はだいたい 6- 7mくらいではないかと

思われる｡わずか これ くらいの差で,はるか

200km も先の大潮が何倍にもふ くれ上が り,

ひいては大洪水をひき起 こした り,そうかと

思 うと,乾期にはからからに干上がって しま

うのであるか ら,ダムを作って癌翫すれば,

米はい くらで もとれるではないかと一日にい

って も,なかなか大変なことだろうと思われ

る｡現にダムを作る計画があると耳にしてい

るが,ダムに水が 6- 7mもたまった時には,

国土の大半が洪水になっていた,などという

ことになるのではないかと素人のわた くLに

は心配なことである｡

Ⅲ

日本の技術者が建設 したのが,日本の援助

でできたと誤報されて,いつも問題を起 こす

民社同盟大橋を トンレ-サ-プ川の対岸へと

渡 った所にチャムの部落がある｡ここでチャ

ム人と知合いになることができた｡

この時同行 していたカンボジア人が翌 日わ
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チャム人の結婚1 新郎は舟から上陸して
モスクに入る｡

2 モスクの中でお経を唱え新婦の長兄
(父親が故人となっているので父の

代理)と握手して,これで婚姻が成立

在席は男性のみ｡

た くしの所に来て,これからはわた くLとの

交際に充分気をつけて,恨まれるようなこと

を しないようにしなければならないという｡

つまり,あのチャム人は呪術を心得ているか

ら,わた くLがかれに頼んで呪い殺すかもし

れないと心配 しているのである. こ の 呪 術

(トヴ一 ･アムプ- [t̀va:?cLmpa:]) は信 じ

る人が多 く, リセ-を卒業 した青年です ら信

じているようである｡呪われた人の腹中に小

さな針が口から入 り,それがだんだんと大き

くなってついに絶命する｡針でな くて,水牛

のことも多い｡そうして,これは呪術である

か ら医者には分からない｡モンコル ･ボレイ

の 日本人の医者 (医療センターのこと)の レ

ン トゲ ンです らだめで, 3日と経たないうち
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3 ついで,他の人々とも挨拶,両手をさ
し出して互いに片手をはさむ｡

4 婚姻が成立してから,新婦と初対面し

ベッドの上に並んで坐り,右の身体だ
け写っている人のお経を聞く｡列席す
るのは女性のみ,特別の好意でわたく
Lに列席,撮影を許可してくれた｡

に死んで しまうのだそうである｡入れ墨を し

ている人が多いが,これは,その呪術か ら身

を守るためである｡このような魔力を供えた

人はあちこちにいる｡インフォーマン トの友

人に,大勢の人 と一緒に写貢を撮 っても,汰

してフィルムに写 らない人がいると聞いて,

ぜ ひ撮 らせて欲 しいと頼んだところ,わた く

しのカメラは上等だから,そのカメラの力に

は勝てそうにないと断わられて しまった｡高

級カメラの魔力には勝てないのだそうである｡

もっとも,わた くしのカメラも,ア ンコール

ワットの夜の踊 りを撮影 して帰 ったところが,

写っているのは人間だけなので,なんだワッ

トの威力にはかなわないではないか,と評判

が落 ちて しまった｡またこの呪術は病気の治
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癖にも使われる｡普通の風邪とか頭痛腹痛は,

昔の貨幣とかスプーンとかで,ゴ リゴ リと身

体をこす って皮下出血 させ ると治って しまう｡

わた くLも一度 して もらったが,欠けた茶碗

に薬が入 っていて,それをちょっと塗 っては

ゴシゴシとこする｡この薬がなんだかなじみ

のある匂いなので名前をたずねると,石油と

いう返事であった｡これで治らない時に先賀三

(ローク ･クル- llo:kkru:])を呼ぶoたい

ていは呪文を唱えて , プ ッと息を吹きかけた

水を飲む ことになるのだそうだが,重病の時

には秘伝の薬を調合する｡わた くしのインフ

ォーマ ントの 1人 もこれを心得ていたが,そ

の最 も得意とするのほ,古文書を焼いた灰と

のことだった｡玉,六人 もの人にかかっても

治 らなかった精神病の娘もこれで良 くなった

そうである｡

麻疹にかかった子供に人糞をよ く乾か した

ものを飲 ませるのは,かれに限 らず広 く行な

われているとのことであるが,抗体が糞に出

るものな ら医学的に根拠があるかもしれない｡

呪術で もうーっ有名なのは,スナエ[snae]

である｡ これは,依頼 して作って もらったと

ころの,呪文のこもった薬を目指す相手の身

体に塗 っておけば,その人の魅力のとりこと

なって しまうとい う娠術である｡第二王妃が

正妻の地位を奪わんとして,これを用い,首

尾よ く第-王妃を追い出す ことに成功するが,

ついにスナエを用いたことが露見 して,象に

踏み殺 させるとい う死刑に処せ られるという

映画 もあったが,伝説等にもよ く出て くる｡

毒見在で も,ダンスホールのダンサーが,客が

つかないと収入にな らないので,金持の客に

スナ工をかけて,毎夜 自分の所に通わせるが,

せ っか くこうして得た収入 も大半がスナエ代

として消えて しまうとのことである｡

留学期間の残 り2カ月のあいだに,誰かわ

た くLにスナ工をかけて くれないかと親待 し

ているしだい である｡

国際稲作研究所より

法 貴 誠

Ⅰ

今年の 1月26日にフィリピンの国際稲作研

究所 (TheInternationalRiceResearchln-

stitute略 して IRRI)に researchfellow と

して来て以来 5カ月近 くになる｡こちらの研

究所には今までにも日本か ら多 くの方 々が訪

問されており,またここで研究に従事 された

方 も多い｡ IRRIのことについて は 以 前 に

researchfellow としてこちらで 研究生活を

送 られた京大農学部の高村泰雄氏の報告(『東

南アジア研究』3巻 1号, p.144)にも詳 し

い｡わた くLは今のところ研究所の中にいる

部のことを理解 したにすぎないが,今 までに

見た り闘い た りし,感 じたことなどを思いつ

くままに書いてみようと思 う｡

Il

研究所はマニラの東南約 70km のところに

あり,車で約 1時間半の道程である｡-イウ

ェイと呼ばれている国道を走るのであるが,

f二1本の-イウェイとは大違いであるO道路幅

は日本の一級国道 ぐらいはあるが,ところど

ころ舗装がやぶれ穴があいている｡ しか し,

ここを走るi巨は多 く, しかもみなひじょうに
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写真 1 IRRIの Laboratory外観

スピー ドを出している｡とくに,アメリカ製

の大型 トラックを改造 した強力なエンジンを

持つ長距離バスは乗客を満載 し, 時速 90km

くらいでとばす｡制限時速は 50kmであるが

全然気にしていない｡しかも,対向車が少 し

途切れたわずかの問をぬってどんどん追い越

しをやる｡乗っていても危なっかしくて見て

いられない｡時々事故が起きる｡バスに当て

られた方は即死であり,バスの乗客も20人 く

らいは死ぬことがある｡新聞にはでかでかと

写真がでるが,交通事故の防止はこちらでも

なかなか難 しいようである｡

このハイウェイを走ること 64km,ここで

十字路を右に折れるといよいよ IRRIも近い｡

このあたりロスバ-ヨス (LosBan-os) とい

う小さな田舎町の一角で,道の両側には住宅,

小さな食堂,雑貨店などが並んでいる｡また

洋服の仕立て屋,散髪屋,映画館,ボーリング

場も見 られる｡これらを左右に見ながら2km

も行 くとゲー トがあり鉄砲を持った守衛が立

っている｡ これより フィリピン大学農学部

(UniversityofthePhilippines,Collegeof

Agriculture略して UPCA)の構内でありこ

の中に IRRIの建物がある｡あちこちに点在

するUPCAの各研究室の建物を見ながら,バ

ナナやココナツの森の中をぬって行 くと視界

が開け田んぼが目に入 って くる｡これらは大

学の農場であり,この巾をコンクリー ト舗装

された一直線の道が走っている｡通の両側に
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写真 2 図 書 館

はピリという木が 植わっており, この 道路

をピリドライブ と呼んでいる｡ ここからが

IRR1-の専用道路である｡ はるかかなたの

田んぼの中にモダンな IRRIの建物がぽつん

と建っている｡しかし近づいてみるとなかな

か大きく,白い建物を一見 した感 じでは日本

の化学メーカーの研究所といったところであ

ろうか｡稲作研究所という言葉から描 くイメ

ージとは全 く異なっている｡ここでまたIRRI

の守衛の敬礼を受け中に入ることになる｡大

事なお客とみれば,守衛が玄関D噴水のスイ

ッチを入れ高々と水を噴き上げ歓迎する｡

さてここの研究所はAdministrationBuild-

ing,Laboratory,Cafeteriaと Dormitory,

それに ServiceBuilding から成っている｡

AdministrationBuildingの中には図書館,

大講義室,郵便部,会計部,庶香部,広報部,

写真部,出版部などがある｡ここからマニラ

ホテル内の IRRIの事務所-は毎日1回専用

の郵便車が往復 している｡またこの事務所と

IRRIとの問には無線電話 が 通じているので

いつでも連絡がとれる.これらの施設は一見

あまりにもぜいた くすぎるという感 じがする

のであるが, これは逆にいえば,この土地が

このような施設を作らなければ研究活動がで

きないほど不便な状態にあるということにも

なる｡事実,例えばここからわずか 70km の

マニラ-の市外電話がうまく通じないような

状態なのである｡200名 を 収容する大講義室
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では毎週木曜と土曜にセ ミナーが開かれ,チ

ャンドラー所長,マックラン副所長以下各デ

パー トメントのスタッフ,助手,研究生が出

席する｡木曜セ ミナーは程度が高 く,テーマ

は稲作に関する 専門的 なことから ｢IRRIの

将来｣あるいは ｢国際的協力のあり方につい

て｣などと変化に富んでいるO土曜セ ミナー

の方は IRRIと UPCA の大学院学生を対象

にした講義といった傾向が強いO この大講義

室には映写設備を完備 してお り,毎週水曜 日

夕方には映画会が行なわれている｡スタッフ

の家族 もよ く顔を見せる｡

Laboratoryには,植物生理学, 化学,品

種改良学,植物病理学,昆虫学 , 農学,土壌

化学,農業経済学の各デパー トメントの研究

室および実験室があり,スタ ッフ以下助手,

研究生が研究を行なっている｡Cafeteria は

セル フサービスであるが,京大の食堂のよう

に食器をもとに返す必要はない｡ここで使 っ

ている米の品種は 日によって変わるため,莱

の味か ら粒の大きさ,舌ざわ りがが らりと変

わることがある｡とくに最近はこの研究所で

作 り出 した新 しい品種がよ く使われる｡この

ときは品種名が食堂に掲示 され宣伝に一役買

うというわけである｡

さて Laboratoryから少 し離れた Service

Buildingには, 自動車整備部, 電気部,木

工部,塗装部,修理部,消費物資の支給部な

どがあり 70haの実験農場やその他のあらゆ

写真 3 IRRI の試験圃場

る施設の管理を行なっている｡そしてわた く

しの属 している農業工学デパー トメントのみ

がこの ServiceBuildingの巾に研究室 と作

工場を持 っている｡研究室の人 月は,室長の

Mr.LoydJohnson(莱), フィリピン｡:)農業

経営について0)研究を行なっている牛組 りスタ

ッフの Dr.StanleyJohnson(莱), それに

東京大学に留学 してマスターを取った助 手の

Mr.EmilioCasem (フィリピン), フィリピ

ン人の研究生 3人,秘書が 2人,タイピス ト

および製図工がそれぞれ 1人といった構成で

ある｡また作工場には機械工 3人,溶接工 2

人,板金工 1人,それに トラクターのオペ レ

ーターが 1人おり,ちょっとした町工場のよ

うな感 じである｡

今までにこの研究室でやってきた研究は,

水田用の トラクタ-車輪の閑発,ノ､ンドトラ

クターの利用試験,用水量に関する研究,排

起の深 さと収量の関係についての研究,植付

け間隔の研究, コー ン型脱穀機の開発などと

ひじょうに広範囲にわたっている｡ しか しど

ちらか といえば浅 く大 まかな研究が多かった

ようである｡今年はフィリピンでまず最初に

問是酎こなる排 うん整地用機械の研究に重点が

おかれている｡こちらではかんがい施設がな

い氷山が大部分で,乾季の末には土壌が乾い

てひじょうに硬 くなるo このため畜力では耕

うんできないので雨期がきて土壌が十分柔 ら

か くなるのを待 って耕 うん している｡ しか し

- 17 9 - -

写真 4 農業工学科の作工場
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お天気まかせでありひじょうに不便な点が多

いoまた日本製の小型 ロータ リーティラーを

使 っても深 く耕 うんできない し,場合によっ

ては全 く排 うん爪がはいらない｡現在 まず こ

れ らの問題の解決が望まれているのである｡

これを解決する一つの試みとして, こちらの

研究室では大型 トラクター (40-60馬力)捕,

幅 4- 5mの強力なロータ リ-ティラ-の開

発を行なっており,私 もこの研究の一部を担

当している｡今 3番 目の試作機を作っている

ところであるが今後,重量,砕土性能, トラ

クターとロータ リーティラ-とのバ ランスの

問題を考えなければならない｡この大型 ロー

タ リ-ティラ-はフィリピンおよび東南アジ

アの水田地帯における請負いによる排 うん整

地作業の合理化を目的 としたものである｡

Ⅲ

さて IRRIと UPCA のあるこの町ロスバ

- ヨスの様子を少 し述べておこう｡この町は

フィリピン最大のルソン島の南吾郎こあり正確

な位置は,北緯 14010′東経 121015′である｡

琵琶湖の数倍あるフィリピン最大のラグナ湖

の南端に位置する｡西にはマ ッキ ンレーと呼

ばれる1000mくらいの休火山がそびえ,この

あた り一帯は温泉地帯でもある｡気候は,近

くにラグナ湖があるためか,マニラよりはや

や涼 しい｡12- 5月が乾季, 6月～11月が雨

写真5 農業工学研究室で試作した大
型ロータリー (幅5m)によ
る代かき作業
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季 となっているが, 4,5月を 除いては 乾季

といっても雨は少 々降 り,厳密にははっきり

した区別はつけに くい｡ この町の 人口 は約

15,000人で多 くは農業およびラグナ湖での漁

業に従事 している｡また家畜,家禽を飼 う家

も多 くブタ10-20頭,アヒルまたはニワ トリ

を100-200羽所有 しているのが普通である｡

その他雑貨店や食堂などをやっている者 も割

合多い｡また IRRIや UPCAで働 く人の数

も多 く,学生のための下宿屋をや っている者

も多数に上る｡ IRRIができてか らこの町 も

相当変わったと聞いている｡

この町の娯楽 といっても大 したものはない

が,筆亘削ま映画であろう.映画館は 2軒ある

が掘 っ立て小屋を少 し良 くしたような感 じの

建物である｡料金は70円で 2本立て 4時間と

いうのが普通である｡ほとんどがアメ リカ映

画である｡もちろん冷房はないので皆汗をか

きなが ら見ている｡ボー リングもひじょうに

盛んで,この町にも6レーンのボー リング場

が 1軒ある｡といっても日本にあるような上

等なものではない｡ こちらでは倒れたピンを

立てる自動装置がな く,従業員が上半身はだ

かで汗をふきふき倒れたピンを並べなおし,

玉をこちらにころがす｡それで も労働力は豊

富だか ら料金のほうは格安で 1人 1ゲーム35

円と日本の1/10である｡土曜 日な どには全 レ

写真6 フィリピン古来の脱穀法の一
例 (稲を手で洗濯板のような

台にたたきつける)
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- ンを IRRIの連中で占領することも多 い ｡

こちらでは高級な レス トランで食事を しな

い かぎり, 食べ物はひじょうに安い｡ looロ

も出せばたっぷ り食べ られる｡また上等のバ

ナナが 1本 5円, コカコーラは20円である｡

一方,住のほうはこちらで も相当高 くつ くよ

うである｡ この町で 2部屋借 りると月 5,000

円～8,000円, 大学の構内では 同じく2部屋

借 りて 8,000-15,000円 であるか らフィリピ

ンの一般の人 々にとっては大変である｡ また

家を建てるには 2部屋のもので｣二地代ぬきで

60-100万円 かかると聞いた｡ ニ ッパ-ウス

な らばもっと安いであろうが,最近はニ ッパ

-ウスを建てる者はいないということである｡

こちらでは手間賃が安いため服の仕止て代な

どはあまりかからない｡ズボン1着の仕立て

代が 400円 くらいである｡ 材料費のほうはや

や高いがズボン1着分で 1,000円 出せば相当

いい物が買える｡

さてわた くしの部屋の秘書が最近結婚 した

のであるが,両親のいる郷里に一度帰 り女｢卜

を 1人つれてきて IRRI近 くに家を借 りて住

むという｡新婚で女中を雇 うなどとい うこと

は日本ではとても考えられないか ら,最初か

の女は相?''7な財産家の娘だろうと想像 してい

た｡しか しその後の様子を見ていると,家賃の

心配,家二具や 日用品の準備などこまかいこと

にまで相当気を くぼっている｡聞いてみたと

ころお金が足りな くて苦労 しているという｡

そこで女中を雇える身分でお金がないとはお

か しいと思 うがと質問 したところ,こちらで

女中を雇 うことは何で もないのである｡家賃

や家具はひじょうに高いが女中はひじょうに

安 く雇えるのである｡女中 1人月3,000円で雇

えるとい うことであった｡日本の1/10くらい

であろうか｡もちろん食べさせ衣類は与えな

ければならないが, 自宅で料理する限 り食費

は問題にならない｡また衣類は安い材料で作

れば仕立て代はあまりかからないか ら女lF]を

写真7 ラグナ湖で漁業に使う

くり抜き船

雇 うのはひじょうに簡単なのである｡それよ

り家具や し]用品の準備がたい-んである｡テ

ーブル,椅子,戸棚,たんすなどはこの町には

ほとんど売っていない｡マニラに行けばショ

ーウインドーには立派な家具類がかざってあ

るが,とても一般人に手の出る代物ではない.

ところが うま くしたもので,家具類を作る素

人大工がた くさんいるのである｡技術はやや

悪いが安 くて十分に実用的なものを作ってい

る｡フィリピン人の家に招かれるとたいてい

の家にあまり上等ではないが割合た くさん家

具がそろっている｡これらはみな素人大工に

注文 して作って もらうのである｡場合によっ

てはテレビの外側 の箱まで作る｡ ｢吊ま別の素

人電気屋が材料を集めてセ ットするのである｡

これ ら種 々の技術を持 っている者はフィリピ

ンには相当多いようである.現在 フィリピン

の総人口は 3,400万人,労働人口が 1,200万

人 といわれ,その内失業と半失業を合わせて

200万人 に達するといわれている｡ しか し,

失業者のFilには正式の職はな くても各種の抜
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術を持ち,それで十分に生計を立てている者

も多いのではないかと思 う｡

フィリピンに来て驚いたことは,銀行は言

うにおよばず商社その他のあらゆるオフィス

に鉄砲を持 った守衛がいることである｡今は

慣れたが最初は無気味で近づきに くかった｡

マニラのある日本料理店では鉄砲を持 った ド

アマンが立 っている｡聞 くところによるとギ

ャングがまだ少 しいるそうであるが,最近は

もう問題にするほどのことはなさそうである｡

こちらでは警察力が日本ほど強 くないため自

然と自衛するという傾向が出て くるのであろ

う｡しか し IRRIでも相当用心はしているよ

うである｡というのは IRRIの専用郵便車は

時々マニラの銀行から研究所-現金を運ぶ こ

とがあるが,その時は ドライバーに護衛が 1

人つき,両者 ともピス トルを持 って行 く｡そ

してポケットにも少々予備の弾丸を入れて行

く｡こんな時は西部劇を地でゆ く感 じもする｡

こちらの主な交通機関は長距離は前にも述

べた大型バスが多 く利用されているが,近距

離にはジブニ-と呼ばれる乗物が利用される｡

これはジープの後部を改造 して10名余 りの乗

客が乗れるようにしたものである｡大戦後車

のない時に古いジープを改造 して作ったのが

始まりと聞 くが,馬力があり,かつ悪路にも

強いためひじょうに普及 している｡今ではど

んどん新 しいジブニ-が製造 されている｡普

通は一定のルー トを走っているが,停留場は
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な くどこからでも乗れ,好きなところで降 り

られる｡料金は10センタボス(約 9円)である｡

数 もひじょうに多 く相乗 りタクシーといった

感 じの,はなはだ便利な乗物である｡さても

うーっカレッサと呼ばれるスペイン系の優雅

な乗物がある｡これは/J＼馬が引 く2輪馬車で

最大 6人まで乗れる｡スピー ドはあまり出な

いが,夕涼みや見物には格好な乗物である｡

これはまたジブニ-では入 りに くい狭い所で

もよく使われている｡ しか しこの乗物も最近

はだんだん数が減 りトライシクル(Tricycle)

と呼ぶ 2人乗 りのエンジン付き小型 3輪 自転

車にとって代わられつつある｡これのエンジ

ンはほとんど全部 日本製だと聞いた｡

Ⅳ

さてフィリピン人の日本に対する関心は極

めて高い｡これは第一にひじょうに広 く出ま

わっている日本商品のためであろう｡ソニー,

ヒタチ,ナショナルなどは言 うに及ばず, ト

ヨタ,ニ ッサ ン,クボタ,ホンダ, ミツビシ,

あるいはアジノモ ト,カ ミノモ ト,タンチ ョ

ーといった広告はあらゆるところで目につ く｡

電気製品は相当出まわっているであろうと予

想 していたが,その他にもあらゆる日本の製

品が入 ってきている｡とくにマニラのタクシ

ーは日本のコロナとブルーバー ドがひじょう

に多 く,その進出ぶ りは目を見張らせるもの

があ る｡以前は ドイツのフォル クスワーゲ ン

写真9 カレッサと呼ばれるスペイン系の小型馬車
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が相当あったと捌 くが今は｣影が うすい｡そ こ

でなぜ フォル クスワ-ゲ ンよ りコロナやブル

ーバー ドがいいのかとフィリピン人に質問 し

てみた｡かれ らがあげた理 由は第一 にデザイ

ンが良い とい う点であった｡ これは重の性能

が互杓にな った今 口,勝負はデザイ ンの良 し

悪 Lにかかっているのであろう｡質実な スタ

イルで欧米では確間たる地位を築いた フォル

クスワーゲ ンも,こちらではもはや好みに合

わな くな っているよ うである｡ しか し口木製

のタ クシ-だか らとい って安心 して乗 ると料

金をぼ られることがあるO と くに初めて フィ

リピンに来た 日本人があぶない｡料金メータ

-の読みはペ ソであるが,相手が フィリピン

の事情 に通 じていないと見るとこれを ドルで

要求す る｡為替率は約3.9であるか ら3.9倍の

料金を払わされることになる｡ 日本人がよ く

ね らわれるのは対 日感情 とはあまり関係はな

い｡要は日本人は英語が うま く話せない場合

が多いのと,割合金を持 っているとい うこと

にな っているか らである｡

概 して 日本人の評判は良い｡最近は生け花,

空手,柔道な ども流行のきざ しを見せている｡

UPCAでは時お り生 け花の講習会が開かれ,

おや っと思 うことがある｡マニ ラには無数の

空手,柔道の道場ができている｡ しか しこれ

らの道場にはいいかげんな もの も多いとl凱 l

た｡ フィリピンの大学の中には口本語 コース

もだいぶんで きているようである｡ 日本史を

習 ったとい う者 も多い｡頼朝 , 家康 とい うよ

うな言葉をフィ リピン人か ら聞かされて驚い

た ことがある｡ フィリピン側では 日本か ら多

くのものを学ぼ うとす る姿勢 は相当強い もの

がある｡その点 日本人のフィリピンに対す る

知識の乏 しさ,関心の薄 さとい うことは問題

であろう｡ しか し日本が誤解 されている面 も

多い ことは確かである｡キモノ,ゲイシャ,

- ラキ リと くるとあま り調子がよ くない｡ ど

うい う訳か 日本女性 はみな着物を着てお り,

写真10 各国から来ている trainee

(短期研修仕)の田植え実習

かつ芸者であって,- ラキ リが今で も行なわ

れていると思 っている者 もいるか ら因る｡ハ

ラキ リをや ってみて くれ と頼 まれた ことがあ

るO また ｢1本は男尊女卑 の同であ り,女性は

男性 と行動を共 にす ることができない,食事

にも同席で きないとい うふ うに考えているフ

ィリピン女性が一部あるのには驚いた C これ

らは 日本 とフィリピンとの交流が不足 してい

ることが原閑であろ う｡ しか しフィリピンに

や って くるH本人が増えた こと, また農業技

術な どの トレーニ ングで 日本に行 くフィリピ

ン人が増えた ことと相 まって, ｢=1本 に対す る

理解は急速に深 まって い る｡戦争の傷あとが

完全に癒えたと考えるのは間違いであろうが,

対 日感情 について もひ じょうに良 くな ってい

ることは事実である｡

現在 IRRIには researchfellow,research

scholar,traineeな ど合わせて80名がいる｡

ほとん ど世界のあ らゆる国 々か ら来てお り日

衣,韓国,台湾,フィリピン,タイ,イ ン ド

ネシア, イン ド, パ キスタン,セイロン,メ

パ - ル , カイロ,ナイジェ リア_.オランダ,

ドイツ,アメ リカと実に国際色豊かである｡

時 々開かれる歓迎 あるいは送別パーテ ィーに

は各円の民族衣装が見 られる｡また各国の民

謡や踊 りが楽 しめるが,これ らは IRRIな ら

ではの ことであろう｡ ここに来ている者はみ

㌔:行儀 がよい｡ と くに カイロ か ら来ている
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research fellow,ナイジェリアの research

scholarなどは紳士然としておりたい-ん感

じがよい｡ここでユニークな位置を占めるの

はインド,パキスタン人であろう｡かれらは

プライ ドが高 く,ややつき合いに くいという

のが相場である｡何事についても知らないと

言 うことをひじょうな恥と考えているようで

ある｡だいたい日本語を二,三語知っていれ

ば俺は日本語が話せるとくる｡それに実に聞

き取 りに くい英語でまくしたて,こちらがお

前の発音は悪いとでも言おうものならかんか

んになって怒る｡ しかし根はたい-んいい人

間であり変な後 くされはない｡かれらは他国

との習慣や文化の相違もあり,一つの独 自の

グループを形成 している｡その他の国々の間

には大きな習慣の相違もな く自由につき合え

る｡ しか しアジア人グループと欧米人グルー

プに分かれる傾向がある｡東南アジア各国の

人達と欧米人とのつき合いというのはお互い

に少 しや りに くそうである｡これは言葉の点

で何 ら障害のないフィリピン人とアメ リカ人

との間でもいえることである｡皮膚の色や文

化の相違と共にやはり以前植民地であったと

いうことが両者の心の底にあるように思われ

る｡その点 日本,韓国,台湾,タイなどは英

語の-ガ手なグループであるが,欧米諸国の

植民地になったことがないため,どこの国と

も自由につき合っている｡とくに日本人は東

南アジアの国々の問では評判がよい｡あるオ

ランダ人は日本 も欧米と同じように東南アジ

アで植民地政策を行なったのに,こちらでは

日本に対する批判を聞いたことがないのはわ

からないと,わた くLに語 ったことがある｡

この理由は日本人であるわた くLにもわから

ない｡ しかし日本が将来はたすことができる

役割はわかるような気がするのである｡
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ビ ル マ の 現 状

大 野 徹

10年ぶりのラングーン

1967年 5月27日｡ちょうど正午に羽田を飛

び立った BOAC機は,午後 4時に香港に到

着,約 1時間休憩 した後南支邦海を経て戦乱

のベ トナム上空に進入,ゆっくりと蛇行する

メコンの大河を眼下に見おろしつつ,やがて

緑豊かなチャオプラヤー平野を横断,次第に

ビルマ-と接近 した｡タイからビルマ-かけ

ての上空には,インド洋から運ばれて くる雨

雲が幾重にもたれ込めていて,このあたり一

帯に既に雨期が訪れていることをはっきりと

示 している｡機窓から眺めた下ビルマ (南部

ビルマ)の風景は,見渡す限 り一面の水団で,

写真 1 南部 ビルマの水田
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ビルマ経済の最大の支柱 ともいうべき米の主

産地が,ここか らイラワジ川下流のデルタ地

帯にかけて広がっていることを教 え て くれ

る｡

水 田の各区画がはっきりと識別できるよう

にな り,マ ッチ箱のように密集 した農家が郁

子の木の問を通 して クッキ リと見えるように

なって きたと思 ったとたん,飛行機は ミンガ

ラー ドン空港の滑走路の上に三郎い 降 りていた｡

時刻は現地時間のちょうど午後 6時｡1958年

11月,この空港か らビルマに別れを告げたわ

た くLにとっては,まさに10年ぶ り¢)ラング

ー ンである｡

東京や香港の空港 ビルとはおよそ くらべも

のにな らない小 じんまりとした空港オフィス

で,携行品の持込申請,保有外貨の届出等を

含む一連の入国手続を終えたわた くLは,荏

ビルマ日本大使館や コロンボ計画派遣専門家

等関係各位の出迎えをうけ,重でただちにラ

ングー ン市内に向かった｡ ミンガラー ドン空

港か らラングーン市内に向か う道路は,広い

とはいえないけれ どもよ く舗装 されたアスフ

ァル ト道路である｡周辺の景色は,わた くし

の眼には10年前とまるで少 しも変わ りがない

ように感 じられる｡ところが しばらくして,

民家の看板や道路脇の標識板等に書かれたビ

ルマ文字の中に周関の風景とは何 とな くそ ぐ

わない単語が頻出しだ したことに気がついた ｡

円 く ｢人民商店｣ ｢人民工場｣ ｢人民銀行｣

｢人民警察｣-=-etc.,10年間という歳月の

長さを 存分 に 感 じさせて くれたのが, この

｢人民｣という言葉だ｡かつて,ウー ･ヌや

ウ一 ･バスウェー等によって代表 されていた

議会艮主主義制度と,1962年3月の第 2次 ク

-デクー以降ネ-ウィン政権が終始一貫 目指

しているビルマ式社会主義との問の端的な違

いが,いみ じくもこの単語によって表わされ

ているということができるだろう｡

ラングーンの下町

フライン河 とペグー河 との合流点か ら北を

中心に発展 したラングー ンの市街は,碁盤の

目とまではいかないけれ ども比較的よ くとと

のった町である｡市内を東西には しる 2本の

大通 りには,ビルマ史上永遠に記憶 さるべき

2人の英雄,マ--バ ン ドー,ノーラ将軍 とアウ

ンサ ン将軍の名前がつけられている｡~南北の

通 りは無数にあるけれ ども,一部の街路を除

けばあとは比較的おぼえ易い｡すなわち,西

から束に向かって 1番街, 2番街のJtmこ番号

がつけられており,一番東の端は63番街で終

わる (もっとも,100番街,200番街というの

もあるにはあるが場所が違 う)｡この内,15,

16,17番街 と35,36,37番街 とには華僑が多

い (6月28日に発令された戒厳令の適用区域

4カ所の内,中 共大使館のある-ル ピン街を

除いて他の 3加東までが華僑の居住区域であ

る)0

10年前, ラングーンの下町は活気はあった

けれ ども,不潔であった｡歩道には露店や屋

台店が軒を並べ大勢の客が群がっていた し,

紙層やごみが散 らばったままであった｡路上

は,まるで結核患者の噛血の跡 さなが ら,噛

んでは吐き棄てるキンマの吐き唾で点 々と真

赤であった｡今やそのような風景はほとんど

み られない｡露店は一掃され,大勢の買物客

でごった返 していた問~市は完全に撤去 されて

しまった｡確かに,町並みは清潔な感 じにな

ったO だが, ラングーンの下町特有の情緒 も

同時に姿を消 して しまった｡屋台からホカホ

カと立 ち昇る湯気,大 きな井の中に入 ったカ

ウスウェ-やモンヒンガー等のビルマ凪麺類,

井をかかえたまま立 った り坐 った りしてそれ

らをかき込んでいた客達の姿｡一昔前のビル

マの下町風景はもはやみた くてもみられない｡

T 町の住民は,大半が華僑である.戦前oj

ビルマ旅行記の類には,よ く ｢ラングー ンは
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インドの一都市であるような感 じがする｣と

書かれていたほど多かったインド人の姿は,

今では ぐっと少な くなった｡独立と同時に帰

国 した人,次 々と実施される国有化政策,重

ビルマ主義政策によって居づ らくな り自らビ

ルマを去 って行 った人,ナショナ リズムの台

頭と戦前から存在 していた反インド人感情,

歴史政権の対インド人政策等 々,さまざまな

理由,さまざまな事情によって ラングーンを

立ち去ったイン ド人は莫大な数にのぼるだろ

う｡

これに反 して,華僑は手つかずであった｡

今 日のラングーン下町の主要住民は,インド

人にとって代わって中国人達である｡そして,

その中国人達が, 6月27日以降発生 した一連

の騒動の原因となった｡

一般的経済情勢

6月に入ってか ら,ラングーンに住む外国

人の間では,米をはじめとする食糧品の買溜

め傾向が目立ちはじめた｡東南アジア諸国の

中では自他共に認める米の生産国であるビ ル

マ,外貨獲得の 7- 8割を米の輸出に依存 し

ているビルマで,モノカルチュア経済構造の

主犯のようにいわれているその米が,今年に

限って極端な不作であった｡その原因は,い

ろいろ指摘されている｡日く,作付面積の大

幅な減少,目く,反当り収穫の実質的減少,

日く,インド人労務者の大量帰国による労働

力の減少とそれに伴 う水田の荒廃,日く,戻

政府軍の妨害活動による集荷作業の非能率化

と農民の 供出意欲の減退 etc.etc.---｡ お

そらく,そのいずれもが部分的には的を得て

いるだろう｡だが,いつもならとっくに市場

に出回っているはずの米が,今年はどうした

わけか,いつまで待っても全 く姿を現わさな

いのである｡それのみならず,最大の米の消

費者であるラングーン市民の手に,現実に米

が手に入 らな くなって久 しい｡
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各種産業の国有化と徹底 した統制経済によ

って,いわゆる不急不要の奮移品の輸入はと

っくの苦に抑えられたままである｡食用油も,

砂糖も, ミル クも,金器 も,そしてロンジー

の希も,あらゆる消費物資が,人民商店の配

給を通 じてでなければ,手に入 らな くなった｡

それも,長い行列を作って並んだあげ く,わ

ずかな割当て量をもらうだけである｡

そのあげ くが,米ときた｡以前なら好きな

だけ買ってたらふ く食っていた米が, 今では

人民商店の配給を通 じて文字通 り細々と,時

によってはかろうじて 1食分, 2食分がどう

にか確保できるというような苦 しい状態にま

でおちこんだ｡政府は,声を大にして闇商品

の撲滅を叫んだ｡だが,統制経済あるところ,

必ず闇商売が頭をもたげる｡闇商人は,発覚

すればただちに刑務所行 きである｡にもかか

わらず,問屋は跡を絶たない｡外国人や,覗

地人であっても一部の有産階級のように,闇

であっても買いだめができる人達はまだよい｡

欲 しくても買えない一般の消費者大衆はいっ

たいどうなるのか｡確かに,今は少 々高 くて

も金さえ出せば物が買える｡だが,今年度の

新米が出回るようになる11月の末まで,果た

して ラングーンの台所はもちこたえられるか

どうか｡

政府は,必死になって ラングーン周辺での

米の集荷に力を注いだ｡ペグ一地方は,もは

や底をついた｡ブローム地方 も,ス トックが

な くなりつつある｡後は小舟の集荷以外に頼

るもののないデルタ地帯である｡ところがそ

のデルタ地帯は,反政府軍の根強い 地盤とき

ている｡

このような客観的情勢を分析すれば,そこ

か ら得 られる結論は一つ しかない｡暴動,米

寄 こせ騒動,名前は何とでもつけられるが,

要するに現政府の存立を脅かす最大の危機が

訪れることは,疑いの余地がない｡息苦 しい

ほど緊迫したこのような経済的危機を背景に,
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6月27日の緬華対立騒動が勃発 したのである.

6月末の緬華紛争

6月27日午後 7時20分,夕食をとりなが ら

わた くLはビルマ語放送に耳を傾けていた｡

内容は,ビルマの外貨準備高について,アナ

ウンサーがある識者の御高説を うかがうとい

った形式の時局解説であった｡放送が一段落

したと思 った途端,かな り緊張 した,だがは

っきりした口調で ｢ただ今か ら革命政府情報

省より国民の皆様に対する要請をお伝え しま

す｣というアナウンスが入 り,続いてその要

請とや らが読みあげ られた｡その内馨封まおよ

そ次の通 りである｡

1) 本 日,一部の学校で起 こった事態に関

し,政府は事態の収拾に努力中である｡

2) 現在の状態がこれ以上悪化 しないよう,

国民は政府二に協力 してほしい｡

3) デモを行なっている人 々の中には,事

態の悪化を画策する悪質な連中も含まれてい

るようだ｡

4) 政府は,客として この国に来て住んで

いる外国人の生命財産を,国民同様保護する

義務がある｡特に,各国外交官の安全を守 る

ことは政府のつとめである｡

5) 国民は,対外友好関係を傷つけるよう

な行為,および民族相互の対立憎悪をもた ら

すような行動を慎まなければな らない｡

6) 少数派に対する多数派の暴力,血気に

はやって したい放題のことをするな らば,政

府は,国民であれ外国人であれ,責任上それ

を取締まる｡

7) 政府は,国民の問に混乱が起 きないよ

うに,デモを整然 と撤回することを要請する｡

ことの起 こりは,毛沢東のバ ッジを着用 し

ている申 国人学生達に対 して,教師がビルマ

文部省の通達 (ビルマでは ,校章,優等生茸,

児童二乱 少年赤十字茸等特定の数種類のバ ッ

ジを除いて,他のいかなるバ ッジも着用して

はな らないことになっている)をたてにその

撤去を求めたのだが,学生達が拒否 したため

発生 した｡

既に 6月22日には,毛沢東のバ ッジを着け

た学生達がバ ッジの着用許可を要求 して騒い

だため,小学校と中学校が各 1校ずつ,無期

限閉鎖されている｡政府か らわた くしの所に

派遣 されて きている自動車の運転手が,23El

朝わた くしの所に来て ｢毛沢東のバ ッジの件

で,学生達が騒いでいる｣と報告 した｡その

話を何気な く聞き流 したわた くLは,崇24L上

運転手の案内で ラングーンの西部地区見物に

でかけた｡チ- ミンダインか らカマユ ッに至

る途中の道で,三 々五 々連れだって歩いてい

る中,高校生のグループが,わた くしの横に坐

っている妾に向かって何ごとか叫んだのを聞

いたわた くLは,若い連中が外国婦人を見て

ひやか したのであろうと,その時は気にも止

めなか ったのだが,今になってようや く納得

がいったoかれ等 は閉鎖された学校の中国系

学生達だったのである｡それにチー ミンダイ

ン地区は,事件の発端 となった ラタ-,ラン

マ ド-,バ-ンと並んで, 中国系学生の活動

が最 も盛んな地区の 一 つでもあ り,わた くL

c/)運転手の家は何とそのチ- ミンダインにあ

ったOjである｡

27日火曜 日, 7時半の授業に間に合 うよう

毎朝 6時半にはわた くしの家に迎えに来てい

た運転手が,その日に限っていつまで侍って

も姿を現わさない｡たまりかねたわた くLは,

徒歩で学校に行 こうと歩き出し, 家か ら200

メー トルほど行った所で運転手にバ ッタ リ出

会った｡開口一番,かれは,｢毛沢東のバ ッジ

をつけた学生達が一晩中 騒いだためI一睡もで

きなかった｣とこぼした｡言われて気が′)い

たのだが,なるほどかれの日は充血 して真赤

だった｡ ｢紅衛兵のビルマ版だ｡本家の文化

革命が一段落 したので,そろそろ周辺の国々

にその影響が表われだ したのだな｣と,その
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写真3 国立ラングーン外国語学院の新築
校舎｡現在,フランス語, ドイツ

語,日本語,中国語,ロシア語の
5科が開設されている｡

時になって も事態を軽 くみていたわた くLは,

学校に着いて驚いた｡ ラングーン外国語学院

の学生達は,普段はめったに欠席などしない

まじめな学生が多いのだが,どうした訳か,

その 日は教室がガラ空きである｡いつもな ら,

にこやかな笑顔で教室を彩っている女子学生

達は, 1人 も見えない｡出席 している男子学

生達 も,バスがないので学校に出て来るのが

一苦労で した,と口々に言った｡毛沢東のバ

ッジの件で,ラングーンの下町では大がか り

なデモが起 きているとも言った｡帰宅後読ん

だ新聞によれば,この日の朝か らさらに中,

高校 9校が閉鎖されたと報道されていた｡そ

して,夕方 7時20分のこの放送である｡遂に

来るべ きものが来たなと,わた くLは思 った｡

情報省か らの国民に対する要請文が放送 さ

れた後,間髪を入れず ラングー ン地 区治安検

事ウ一 ･バマウンの署名入 り布告が二つ読み

あげ られた｡一つは,夜間外出禁止令で,他

の一つは,集会,デモ禁止令である.夜間外

出禁止令は, ｢1967年 6月27日午後 7時か ら

何 らかの新 しい指令がでるまでの間,何人 と

いえども当局の許可な くしては,ラングーン

地区内における午後 7時か ら午前 5時までの

外出を禁止する｣ という内容のものであ り,

公安条例第 6条に基づいて発動 されている｡
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集会, デモ禁止令は, 公安施行規則第144条

の発動によるもので, ｢1967年 6月27日夜 7

時か ら7Ej問にわた り, ラングーン地 区内に

おいて,(1)集会 (30目付 ビルマ字新聞 ｢労働

者人民 日章鋸 によれば, 4人以上の集会を禁

止するとある), (2)演説,アジテーション,

扇動,(3)集団暴力行為を禁止するというもの

であった｡翌28日のビルマ紙 ｢労働者人民 日

報｣や英字紙 TheGuardian の記事および

あちこちか らわた くしの所に伝わって きた各

種の情事削こよれば,前記二つの禁止令は26,

27の両 日ラングーン市内でビルマ人による大

規模な対中国人報復デモが行なわれ,かな り

の人的,物質的被害が生 じたばか りか,引続

き中国人 とビルマ人間の対立紛争が激化 し相

当の犠牲がでるおそれがあるため,事態を即

刻収拾する必要上発令されたものであること

が判明 した｡

この頃か らいろいろな噂が乱れ とびはじめ

た｡ことに,ビルマ人市民を激昂させたのは,

ある高校でまだ若いビルマ人女子教員が多数

の中国系学生に取 り囲まれて裸にされ,陵辱

されたあげ く半死半生の姿で病院に担 ぎ込ま

れたが遂に死亡 した (一説によれば,病院に

着いた時には既に事切れていたともいう) と

いう噂である｡また,次のような噂も伝わっ

た｡すなわち,北京のビルマ大使館が中国人

暴徒によって襲撃され,在中共 ビルマ大使は

外国公館内に逃げ込んでかろうじて助かった

(あるいは,別の噂によれば,ビルマ大使は

暴徒によって殺 された) というのである｡も

っともこれ らの噂は,29日には完全なデマだ

として公式に否定されたけれ ども,女子教員

の件だけは今 日に至るもいまだに真偽不明で

ある｡このような訳で,27日発生 したビルマ

人のデモは,対中国人報復デモであ り,完全

な緬華対立の形をとっていた｡

27日の昼間の紛争で負傷 した人の数は,柄

院にかつぎ込まれた人だけでも 100人を 越え
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ている (28口付ビルマ紙 ｢労働者人民 日報｣

による｡以下,カッコ内の日付はいずれも同

紙の報道によるものであることを示す)｡ 同

時に,多数の死者がでたことも事実だが,節

開や ラジオのニュースはすべて報道管制下に

あるらしく,正確な人数は発表されていない｡

一説によれば,犠牲者の数は,中国人,ビル

マ人合わせて40人 ともいい,また別 の説によ

れば, 100人 ともいう｡ ある確かな筋か らの

情報によれば,死者の数は判明 した限Ejlrl匡1

人だけで60人にのぼるが,実数はそれをはる

かに上回るとのことである｡ 7月 1日か ら死

者の身元確認が許されたので犠牲者は次 々と

身内の者に引取 られて行 ったが (7月 3,4,

5, 8, 9,11日付),中でも17,8才か ら20

才 くらいのLi]国系女子学ii三が圧倒的に多いこ

とがわた くしの注意をひい た｡犠牲者の大半

は撲殺された らしいが, ｢恒こはダー (ビルマ

製の刀)で斬殺 された者 もいるといわれる｡

27日には,ラングーン市内-ルピン道路に

ある中 共人使館に学生を中 心 とする多数の群

集が押 しかけ反中共デモを行なった｡ 同時に,

ラングーンの下町では中国人経営の映画館や

飲食店,寺廟等が襲われ,暴徒達は家の内部

か ら次々と物を持ち山しては火をつけはじめ

た｡

27し]午前の授業を,それで もまが りな りに

終えたわた くLは,同僚の口本吉吾教師を海岸

通 りにあるス トラン ド･ホテルまで送 り届け

ようと,午後 2時頃虫を走 らせてみてやっと

IT;態の深刻さに気づいた.ラングーン銀座 と

称 して もよい市内随一の繁華街ス-レ一 ･パ

ヤー通 りには武装 した兵士達が出動 していて

汗上化の交通が遮断されているため,右折でき

ないわた くしの耳目ま,やむを得ずアウンサ ン

将 軍通 りをまっす ぐ束に向かったOス-レ-

パ ゴダ通 りとアウンサン将軍通 りの交差点周

辺は興奮 した瑠梁でいっぱいであり,交差点

近 くの映両餌の前では何か大きな物が燃やさ

れていた｡文部省,国民計画省等の中央官庁

が入 っている合同庁舎の西側遺路を右折 して

ホテルに接近 しようとしたわた くLは,また

もや路上で物を燃や している群集に気がつき

あわてて車を引返させた｡来た道を反るのは

もはや危険だと感 じて,動物園のあるラング

ーンの東北方面に車を走 らせ,シュエダゴン

･パゴダの南入 口の前を通って危険個所を大

きく迂回,やっとのことで 自宅まで戻 った｡

6月28日には,ラングーン市内の大学,予

科大学,工業学校,国立高校,｢f]学,小学の

すべてが閉鎖された｡わた くしの勤務先,国

立 ラングーン外国言吾学院か らも,学校が閉鎖

されたか ら登校 しないよう,あなたの場合中

国人 と見まちがわれるおそれがあるか ら外山

は絶対避けるようにという連絡が来た｡

同じ28日夜,さらに次のような連絡が,ラ

ングーン在住 日本人会か らわた くしの所に入

った｡29日午前零時か ら戒厳令が発令される

というのである｡翌朝,ラジオのスイッチを

入れたわた くLは,緊張 したアナウンサーの

声で,それが事実であることを知った｡

ラジオの伝えるところによれば,｢革命評議

会議長ネ-ウィン将軍が戒厳令を発令 した｡

戒厳令は1967年 6月28日午後12時か ら発効す

る｡その間,参謀次長サンユ準将 (陸軍)に

よって指名された区域が戒厳令下に入 る｡戒

厳令下の区域については,参謀次長か ら権限

を附託された人物が全権を行使する｣ という

のである｡

引続き,サ ンユ準将の名前で,戒厳令の適

用区域 4カ所が指定 された｡いずれも,華僑

の密集居住地得である｡続いて,戒厳令適用

4区域の全権限がラングーン管区司令官フラ

ボン大佐に附託された旨,発表 された｡

6月28日,遂に中共大使館内に侵入 したビ

ルマ人によって,経済使節団員の中国人が刺

殺 されるという事件が発iL:_した｡犯人 2人の

内, 1人は現場で取 り押え られ,残 りoj1人
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は逃走 した (29日付)0

ラングーン市内の緬華紛争は,集会 ･デモ

禁止令,夜間外出禁止令,戒厳令 と矢つぎ早

にとられたビルマ政府の措置と一連の華僑保

護対策 〔例えば,生命の危険にさらされたラ

ングーン市内の華僑老若男女計1328人 (7月

2日付) と6月27日に閉鎖された国立第二

第三高校 (共に元華僑系の高校)の男女学生

530人 (7月 3目付) とが, 軍によって ミン

ガラー ドン兵営に保護収容されている〕 とに

よって,次第に平静 さをとり戻 してきたが,

中共 ･ビルマ両国間の外交関係は,遂に悪化

の傾向を見せはじめた｡

北京放送は,対 ビルマ非難の放送を伝えだ

したし,同時に,非合法化され現政府に敵対

しているビルマ共産党 (白旗共産党)のネー

ウィン政権を非難する声明も,北京放送を通

じて伝え られるようになった｡

このことをきっかけに,それまで在 ビルマ

華僑に向けられていたビルマ人民衆の憎悪 と

憤まんとが中共政府に向けられるようにな り,

各地で毛沢東および白旗共産党委員長タキン

･タン トゥンの両名に対する反毛 ･反タン ト

ゥンのデモが起 こりは じめた｡

当初,米の絶対的不足を背景 とするビルマ

経済の危機 と緬華紛争の両要素は,ネ～ウィ

ン将軍を首班 とする現 ビルマ政権にとって,

最大の危機であったことは疑いの余地がない｡

仮に,血走 った民衆の眼が現政府に向けられ

た らどうなっていたか｡今回の緬華紛争は,

東西両陣営のいずれにも属さず,一部か らほ

その政策が時代鎗誤だ,鎖国政策だとまで非

難 されるほど,かた くななまでに独 自の道を

歩んできたビルマにとって,確かに,その対

中共外交上好ましか らざる事態をまねきは し

たけれども,その後の中共政府のビルマ非難

は,皮肉にも現 ビルマ政権の命を救 ったとい

う逆説 も成立 し得 るであろう｡

とにか く, ビルマ民衆の眼は,今や完全に
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中共 に向け られた｡大規模な反中共デモが各

地で頻発, (毛沢東やタン トゥンをかたどっ

たわ ら人形が燃やされた り水浸けにされたり

した｡ 7月15日付 ｢労働者人民 日報｣によれ

ば, 6月30日か ら7月14日までの 問に, 278

町村で, のベ 100万人にのぼる群集がデモに

参加 した と報道されている), それに 伴い公

安条例第144条 (集会 ･デモ禁止)が,ラング

ーン以外の地でも適用されるようになった｡

144条は,6月30Elにはマンダレ-,7月 3日

にはモールメン,5日にはシュエボー,7日に

はチャウメ-で,それぞれ発動されている.

ラングー ンでは, 7月4日午前 7時に期限

切れ となる第 144条の通用がさらに 1週間延

長 される旨,ラジオで放送 された｡11日には,

夜間外出禁止令が 1時間短縮 されて午後 8時

か らとなったが, 144条の適用はさらに 2週

間延長された (12日付)0

この間,ラングーン市内では徐々に平穏 さ

を とり戻 し,戒厳令適用区域の出入 りも次第

にゆるめられてきた｡当初,厳重な身元調査

を行なった結果重要な用件をもつ と認め られ

る者に限って発行 されていた通行証 も広 く行

きわたってきた し,一部のゲー トでは身分証

明書 さえ携行 していれば, 自動車の出入 りも

非公式にではあるが黙認されるようになった｡

こうして, 7月20日午後 7時には公安条例

第 144条が,そ して同日8時には夜間外出禁

止令がそれぞれ撤回され(21日付),24日には

閉鎖されていた各学校が,一部を除いて再開

されることになった｡だが,戒厳令のみは依

然 として効力を保 っており,戒厳令適用区域

内では144条 も夜間外出禁止令 も,まだ解除

されてはいない｡

(1967年 7月21日記｡筆者は現在,コロン

ボ計画に基づ く専門家 として OTCA か ら派

遣され, The institute ofForeign Lan-

guages,Rangoonの ProfessorinJapanese

として ビルマに滞在中)
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東南アジアにたいする

教育援助協力について

-1視察旅行報zll;A-一一

本 間 武

Ⅰ

わた くLは, 7月22日か ら28日までのちょ

うど 1週間,福田繁文部事務次官とシンガポ

- ル,クア ラル ンプール,バ ンコクをひとま

わ りしてきた｡

1年 4カ月ぶ りで東南アジアを訪れたわけ

だが,これ ら首府がいずれ もどんどん発展 し

ていることが印象的だった｡まさに発展途上

円であるとの感が深い｡ しか し,これ ら3国

とも東南アジアのなかで政治的経済的に最 も

安定 しているだけに,政治 ･経済における基

本的 な流れはほとんど変わ っていない｡ とく

に,政府人事が動かず,旧知の高官がそのま

まのポス トにいるので,よけいに安定性が感

ぜ られた｡もちろんベ トナム戦争の影響 もあ

って,いろいろ問題をかかえているが,現在

これら3回を特徴づけているのは ｢安定 と発

犀｣だといえよう｡

京大東南アジア研究計画 として本年度は第

1期5カ年計画の第 5年度にあり,すでに現

地調査はほぼ終了 しているので,草持出に滞在

する研究者は最 も少ない時期にあたっている｡

それで もなおかつ京大東南アジア研究セ ンタ

ーの関係者 として,マラヤ大学の ｢日本研究

講座｣を損当している客員教授森口兼二 (敬

育学部助教授), 客員講師栗本一男 (教育学

部助亭) と前田成文｡バ ンコクでは東南アジ

ア研究セ ンターのバ ンコク連絡事務所をあず

かっている福井捷朗 (東南アジア研究センタ

-助手),タマサー ト大学の ｢日本研究講座｣

客員講師桂満希郎,また東北タイ ･ブ リラム

県の医療協力に赴いている矢崎次郎 (結核研

究所助手), さらにインドのアグラ にあるら

いセンターから帰国の途次バ ンコクによられ

た西占貢 (医学部教授)の諸氏にお目にかか

った｡これ らの方々がきびしい条件のもとで

ひじょうに頑張 って,仕事を進められている

のには,頭のさがる思いが した｡同時に,戻

大東南アジア研究の現地関係者が全体 として

チーム ･ワ-クがとれ,よ くまとまっている

こと,さらにマレーシアでも,タイでも,堤

地政府や大学機関と密接な連絡がとれている

ことを見てほんとうに嬉 しかった｡ 自画 自賛

のきらいがあるが,わた くLは,京大東南ア

ジア研究計画がほぼ理想的な状態ではこぼれ

てきたと思 う｡いよいよ来年 4月か ら第 2期

計画に入 るわけであるが,少な くともタイと

マ レーシアにかん しては,仕事がJ原調に進め

られ うる条件が整 っていると確信 した｡

u

このたびの旅行はもともと福田次官の随行

だったので,東南アジアの教育 ･文化援助に

ついての実情を視察することが主 目的であっ

た｡幸い,マレーシアでは MohdiKhirJo-

hari,タイでは M.L.PinMalakal文相と

Bunchana同家開発省副大臣 (海外援助担当)

を誌問,その他,主要な関係者 に面会するこ

とができた｡わた くし自身,教育問題の専門

家ではないが,東南アジア経済開発とそれに

たいするわが国の援助という観点から教育援

助にひじょうに興味をもっている｡ (たとえ

ば座談会 ｢日本の海外技術協力と教育｣文部

時報,昭和40年 7月,拙稿 ｢低開発国におけ
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マラヤ大学にて 右より森口兼二京大助教授,

Azizマラヤ大学経済学部長,筆者

る教育援助の役割｣文部時報,昭和42年 6月

を参照されたい｡)

わた くLはもともと,東南アジアにたいす

るわが国の援助はごく大まかに分けて,商工

業は少な くとも有償ベース,できれば民間ベ

ースで行なうべきであり,政府ベースの無償

援助は農業 ･医療 ･教育の 3本にかぎるべき

だと考えている｡いいかえると,この無償技

術援助はこの 3部門に集中すべきだと思 う｡

しかし,教育部P耶こかんしては,他の 2部門

にくらべ,その重要性にもかかわらず,あま

り進展を見ていない｡ところが,農業開発を

例にとっても,その決定的要因は開発を担 う

農民 自身の知的な水準や 自覚と自発の程度に

ある｡明治以来の日本近代化においてはたし

た教育の役割,あるいは最近とくにアメ リカ

においてやかましく言われるようになった教

育の投資効果から見ても,東南アジアにおけ

る教育援助のお くれはまことに残念だと言わ

ざるをえない｡

タイ ･マレーシアは東南アジアとしては,

社会経済的発展から見て模範的である｡それ

だけに東南アジアとしてほ文盲率は最も低 く,

学校教育も初等から大学まで最も完備 してい

るといえよう｡しかし,近代的教育の水準か

らみると,あらゆる面でひじょうにお くれて

いる｡両国とも義務教育制をとり,就学率は
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80%をこえているものの,たとえば,マラヤ

の小学校では二部授業どころか,夕方に始ま

る三部授業さえも行なっている｡教員は量 ･

質ともにお くれ,教科書をはじめ,教材には

不足している｡また,義務教育課程において

の離脱率は高い｡したがって,初等中等の教

育水準を 1日も早 く高め,その内容を充実す

ることは,これら両国にとって焦眉の課題と

いわなければならない｡

わが国がこれまで教育協力援助として進め

てきているのは,次のとおりである｡

1. 文部省関係として,(1)留学生の受け

入れ,(2)中等学枚理科教員の派遣および理

科器材の援助,(3)教育関係者の日本視察招待｡

2. 外務省関係として,(1)東南アジア 5

大学における ｢日本研究講座｣,(2) 日本の

教育関係映画の贈与｡

3. ユネスコ関係として教育指導者の受け

入れ研修｡

4. 海外技術協力事業団関係では日本語教

師の派遣｡

はたして,これらの教育援助がどれだけの

成果をあげてきているのかは,たしかに大き

な問題である｡ 最近, 海外 技術協力 につい

て,その evaluation がやかましくいわれて

きたが,そのうちの教育援助についてもその

evaluation がきわめて重要である｡

これら教育援助のうちで最大の事業である

留学生受け入れについても,わが国政府が費

用を負担する ｢国費留学生｣と,留学生の個

人負担による ｢私費留学生｣とに分かれる｡

ところが私費留学生にかんして,日本での留

学の成果があがらないという現地の批難の声

を,このたびの旅行でもしきりに聞かされた｡

国費留学生についてはせっか くの日本側の努

力にもかかわらず,かれらが帰国後,現地諸

国であまり重要視されず,留学の成果をあげ

るだけのポス トにつきにくい実状にあるよう

だ｡少なくとも国費留学生については,かれ
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らが本国に帰 ったあとでの実態を追跡調査に

よって正確に把握することの必要が痛感され

た｡わた くLは留学生問題はその選考からは

じまって,帰国後のアフタ-ケア-に至るま

で,できるだけの措置がほかられるべきであ

り,そのためには正確なデータにもとづ く留

学吐計画の再検討が必要ではないかと思 うO

教育援助として現在実施されているもうひ

とつの大きなプロジェク トは昭和40年度か ら

開設 されたクマサー ト大学 (タイ), 41年度

に開かれた中文大学 (香港), アテネオ ･ド

･マニ ラ (フィリピン), マラヤ大学 (マレ

ーシア)およびインドネシア大学 (インドネ

シア)の 5大学-の 日本研究講座である｡教

授 1と講師 2か らなるチームがそれぞれの大

学に派遣されている｡この講座はまだスタ-

トをきったばか りであり,多 くの問題をかか

えているのは当然であろう｡ しか し,この講

座の目的や理念,その運営方法についても明

確な統一的な考え方が確立できていないので

はないかと思われ る｡わた くLはこの講座が

その実施のいかんによっては,ひじょうに高

い成果をあげうるものと大いに期待 している｡

また,具体的には留学生の選考にさい しても,

この講座と密接な関係を保たなければならな

いと考える｡

もともと教育はその成果をあげるためには

時間の経過を必要とするとともに,教育者 と

いう人的要素に待つところがきわめて大きい｡

この教育のもつ本質は教育協力において,い

っそう強 くあらわれる｡ したがって,従来の

わが国の教育協力の成果はい まはまだ批判 し

うる段階に至っていないが,人的要素の重要

性がこのたびの旅行で も痛感された｡

さて,タイ ･マレーシア両国がわが国にい

かなる教育協力を求めているかは,少な くと

も両国文相との面会のさいの話題にでたかぎ

りでは,次のようである｡

っそうの拡充,と くにTVを利用 した視聴党

教育のための指導者養成,(2)理科教育振興0)

ための理科教員の 日本での研修,(3)将来,｢1
本との関係をさらに深めるため 中 学から日本

語を第二外国語 として採用 したいため,わが

国のこの面での積極 的な指導と参与｡

2. タイとしては,(1)教員志望生C/)留学受
け入れ,(2)とくに音楽 ･図工関係の教員不足

がいちじるしいので,この面での指導者の派

遣,(3)中堅級農業をはじめ職業 リーダ-の養

成のための農業指導者,職業指導者の派遣｡

この新 しい申し出でにたい してい かに対応

するかは,これからのわが国としての大きな

教育協力の課題だといわなければならない｡

これに対する日本の姿勢が十分に考えられな

ければならないO しか し,具体 1YJには,まず

日本から教育関係の専門家を派遣するという

ことになる｡もちろん,教育闇係の資材 (こ

れには教科書印刷から農業教育用の トラクタ

ー,あるいはTV用のビデオテープ妄揖'ままで

も含む)の提供はた しかに必要であり,効果

的である｡これ らはたとえむずか しくても予

算面で解決することができる｡ところが,こ

れ ら教材供与のさいも,専門家がこれにつき

そわないかぎりは,相手側の要望に即 しない

ものを送 った り,あるい は,たとえ要望に即

して も実際にはなんら利用されないままに終

わるおそれが多分にある｡ したがって,専門

家派遣がい かなる場合にも必要である｡これ

ら専門家として要求される条件は教育者 とし

て適格者であることはもちろんだが,これに

加えて現地側の機関にとけこみ うる人である

ことが大切だ｡これ ら専門家は学校なり研究

機闇なりの配属される機関だけでな く,積極

的に教育行政のL囲i郭と接触することが必要

である｡行政中枢 部に積極的に働きかけるこ

とが長期的な効果をあげるためにはきれめて

大切なのである｡

そのためには,派遣専門家にさらに一_)ぎcJ)
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条件が要求される｡第 1は,現在東南アジア

での国際語となっている英語の能力を備える

ことはもちろん,さらにすすんではタイ語な

りマラヤ語なりの現地語を習得することであ

る.わが国の晦外技術協力にさいして,一般

にこの語学について,ともすれば軽視されて

きたのではない かと思われる｡第 2は在外勤

務期間の問題である｡たとえば理科教育のた

め数カ月派遣するというだけでは,誰が考え

てもあまりにも短かすぎる｡わた くLは少な

くとも2-3カ年は必要だと考える｡しか し

同時に東南アジア諸国-行 ったきりになるよ

うな技術専門家は, 日本の事情にうとくなり,

マンネリズムにおちいって しまうことが多い｡

その意味で専門家のローテーションをほかる

べきである｡具体的にはそれだけの政府定員

が必要ではなかろうか｡昭和42年度予算から

農林省農林水産技術会議の熱帯農業研究業務

室は約20名の熱帯における農業技術者の定員

をもった｡しかもこの定員にあてられる農業

技術者は帰国後国内の農業試験場に働 く｡農

業技術専門家が国内と国外 とでローテー トさ

れる制度である｡これは日本の実情 としては

考えられる最善の方策であろう｡わた くLは

こうした定員が教育協力にもあて られるべき

ではないかと思 う｡

さらに,東南アジア教育協力のためには東

南アジア諸国の教育の実態が十分に把握され

なければならない｡いいかえると現地国側か

らの援助要請をそのままうのみにするのでは

な く,む しろ進んでこちらから ｢要請を要請

する｣という態度をとるべきである｡わた く

Lはとくに教育部門については,わが国の実

態研究の不足なことを痛感する｡ユネスコ報

告にあるような形式的 ･統計的な実態は比較

的によく調査されているが,その質的な研究
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があまり進んでいない｡また,学校教育だけ

でな く,広い意味での社会教育あるいは家庭

教育についての実態 もあまり把握されていな

いといってよいC文化人類学的研究に結びつ

くこの研究の重要性を強 く指摘 しておきたい｡

最後に,特殊な問題として在外邦人子弟の

教育がわが国の東南アジア経済開発の協力援

助のために必要不可欠になっている事実をと

りあげねばならない｡というのは,子弟教育

を軽視 しては,とうてい日本人はおちついて

現地で仕事ができないからだ｡バ ンコクに享兄

在50余 りの企業が進出し,タイ経済発展に大

きく貢献 している｡この企業進出のひとつの

要因として,バ ンコクの日本人小学校が しっ

かりしているか ら, 日本から技術者を送 りや

すいということを聞かされた｡まことにもっ

ともなことだ｡ 日本では学枚があるのは当然

であり,ちょうど空気のように,そのありが

たさがわからない｡ところが学校のないとこ

ろでは,空気がないのと同じようなものであ

る｡ 日本の発展途上国にたいする援助協力の

具体的なありかたを考えてゆ くとき,在外邦

人子弟教育の問題はひじょうに深刻である｡

Ⅲ

短期間なが ら,きわめて有意義な旅行であ

った｡これについては在タイ大使館,とくに

大使関守三郎,公使和田力,一等書記官大高

時雄,三等書記官安藤茂美,在マレーシア大

使館,とくに大使甲斐文比古,参事官浅羽満

夫,三等書記官吉川勝巳,在 シンガポール大

使館大使上田常光,二等書記官長谷川和年,

さらに京大関係者,とくに在バ ンコクの福井

捷朗助手,在 クアラル ンプールの森口兼二助

教授をはじめとする皆様方にたい-んお世話

になった｡心か らなる謝意をあらわしたい｡

(1967年 8月 1日)
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